
　教育・保育理念

　　・自分も友だちも大切にする心の育成・学びの芽の育成・自分の可能性や能力を十分に発揮できる力の育成

A A

A A

園長より
・保護者のみなさまには園運営にご理解とご協力
をいただきありがとうございました。今後もこどもや
保護者の方々が楽しんで園に来られるように職員
で気持ちを合わせて取り組んでいきたいと思いま
す。

・公開保育をおこない、職員で教育保育を語りあい、スキルアップをめざす。
・全職員が危機管理意識を持ちながら災害訓練等をおこない、安心で安全な園をつくっていく。

自己研鑽を行うとともに「チーム錦西」として協力しあ
い、よい職場環境をつくり教育・保育の質の向上を目
指す

公開保育や園内研修で積極的に意見を出し合っているか（語り合う園内研修の
実施）　安全・安心なこども園であるために人権研修や災害訓練・危機管理に関
する研修等を適宜行い質の向上を目指しているか

A

職員同士が思いやりを持ち、協力しあい共に質の向上をめざしているか

・各年齢が公開保育をおこない、自分たちの教育保育を振り
返ったり、検討をおこないながら質の向上に努めました。・こど
もの人権や不適切保育防止等の研修やハラスメント防止の
研修をおこないました。施設の点検や毎月の災害訓練、リス
クマネジメント委員会の実施等、安全で安心な環境で教育保
育がおこなえるようにしました。

A
・繰り返し災害訓練を行うことで、いざという
時にこどもたちにもスムーズに避難行動を
とることができるようになっていると感じまし
た。
・職員同士が何事にも協力して、工夫した
園運営ができていることを評価していま
す。

具体的な取組方法
・１年生と５歳児の交流をし、就学に期待が持てるようにする。
・小学校教諭と保育教諭が交流し、こどもの育ちと学びについて交流する機会を持つ。

研修等を通して職員の資質向上をめざす
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課題

こどもの育ちや学びを小学校につなぐ

今後の取り組むべき課題

・地域のことを知るよい機会を作っていると
思います。
・小学校との連携、児童との交流は互いの
子どもたちの育ちや学びを深める価値のあ
る取組みであると思います。

地域とのつながりを通して歴史や文化・特徴などに
触れ関心を持つ

地域の文化財や地場産業などに関わる機会をもち、地域に親しみや関心を持て
るようにしているか A

小学校と交流し、育ちと学びの芽をつなげる取り組みを行っているか

A

園庭開放や誰でも通園制度等を利用するこどもや保護者に積極的に声をかけ、
クラスのこどもたちとも交流しているか A

・年長児は地域の文化財を訪問したり、小学校の体験をさせ
てもらうなど、地域に親しみや関心を持つことができました。
園長は自治連合会の定例会に毎月参加させてもらい、地域
のことを知ったり、地域の方とつながりを持つことができまし
た。・堺市幼保小架け橋プログラムの取り組みの一環として
副園長は小学校の公開授業に参加しました。

A

重点内容 評　価　項　目 　　　　　　　　　　　　　　自己評価 こども園関係者評価

自尊感情を土台に自分も友だちも大事に思う気持ち
を育てる

こどもの言葉や行動から一人ひとりのこどもの気持ちを想像し、共感したり丁寧
に関わりこどもと信頼関係を築けているか A

・乳児クラスはグループ分けをし、少人数ずつ丁寧にかかわ
ることで愛着関係が築けるようにしました。幼児クラスも一人
ひとりの発達や状況に合わせて丁寧に言葉がけをし気持ちを
受け止めながら安心して過ごせるようにしました。・みんなの
中で認められ、ありのままのでいいんだという自信をもち自分
の力を発揮できるようにしました。・自分の気持ちを相手に伝
えたり、相手の気持ちにも気づけるよう、時には保育教諭が
仲立ちとなりお互いを認め合えるような関係づくりを行ってい
きました。・日々の年長の係活動や、お店屋さんごっこなど異
年齢交流を持つことで、年下の友だちに思いやりの気持ちを
持つようになったり、年上の友だちにあこがれの気持ちが持
つことができました。

A
・先生方がこどもたちの話をしっかりと聞
き、受け止めてくれることで先生とこどもた
ちの信頼関係がしっかりと築けていると感
じました。また、異年齢交流では年上の友
だちにあこがれを持ち、自分でやってみた
いという気持ちが自然と育っていると感じま
した。

ありのままの姿を認め（その子なりの表現や良さを認め）認められたという経験
から自信を持ち自己を十分に発揮できるように関わっているか A

A

令和7年度　　　こども園評価書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　堺市立錦西こども園
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自尊感情を土台に自分も友だちも大事に思う気持ちを育てる

好奇心や探求心が発揮できる環境をつくる。また体をコントロールしたり、しっかりと歩ける体力をつける

保護者の子育てを支え、信頼関係を築く。また地域の保護者への支援を積極的に行う

地域とのつながりを通して歴史や文化・特徴などに触れ関心を持つ

自己研鑽を行うとともに「チーム錦西」として協力しあい、よい職場環境をつくり教育・保育の質の向上を目指す

重点項目・・・こどもが安心して生活し、主体的に遊んだり人との関りをとおして、学びの芽やコミュニケーション能力を育てる。また地域
とのつながりを大切にする。

・自分たちで育てた野菜だと苦手なもので
も少し食べてみようと挑戦してみることで
「できた」と、自身につながっていると感じま
した。
・園児が、自然や科学に親しみ、体感でき
る取組み実施されており、園児がそのこと
により発達や興味を持っていることを理解
を深めていることに、とても感心いたしまし
た。

・日々のキッズビューの配信では、教育保育のねらいや内
容、こどもの姿や育ちをお知らせしました。週２～３回は写真
付きで配信し、こどもたちの様子をわかりやすくお知らせしま
した。定期的にフォトニュースでこどもたちの気づきや育ちも
紹介しました。また、園の取り組みを玄関ホールのスライド
ショーでお知らせしました。・日々のあいさつや声掛けを大事
にし、懇談等ではこどもの育ちを丁寧にお伝えしました。・毎
月の園庭開放や試行的におこなった誰でも通園制度は園の
こどもたちと一緒に遊んだり、個別に丁寧に関わることで信頼
関係を築くことができました。

A

A

A

・キッズビューの活動記録は、こどもとの会
話のきっかけにもなり、楽しそうにそごして
いる姿を見ることができ安心です。
・先生がいつも笑顔で声をかけてくれるの
で育児の相談もしやすいです。
・送迎時にはこどもの様子をしっかりと伝え
てくれるので安心して預けることができてい
ます。

・次の日の取り組みを知らせ、こどもたちが見通しや期待感を
もって登園できるようにしました。菜園活動では、お世話をし
ながら日々の成長を確かめたり、育てたものをクラスでクッキ
ングして食べるなど、五感を高めました。実体験が学びの芽
を育てたと思います。・万博給食を通していろいろな国がある
こと、文化や食生活の違いなどを感じることができました。・1
年通してリズム遊びやふれあい遊び・アートヨガなのに取り組
んだり、散歩に出かけたり、遊具を用いた運動遊びに取り組
みました。友だちと一緒に身体を動かして遊ぶと楽しいと思う
気持ちが育っています。

A

A

A
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友だちの思いや気持ちに気づけるようにし、お互いを認め合える関係を作ってい
くと共に年齢に応じた話し合いを通して自分たちで解決できる力が育つようにし
ているか

保護者の子育てを支え、信頼関係を築く
また地域の保護者への支援を積極的に行う

こどもの思いや育ち、教育・保育で育つ力等をキッズビューや写真等でわかりや
すく見える化して保護者に伝えているか

こどもの発達や興味を持っていることを理解し、こどもが自分からやりたくなる環
境を用意し、継続してあそべるようにしていく。また実体験や五感（見る、聞く、嗅
ぐ、触れる、味わう）を活用した体験を大切にしているか
国籍や文化の違いを尊重し、他の国の言葉や文化に触れる機会を持っている
か

楽しく体を動かす遊びをとおして、しなやかな体づくりやしっかりと歩ける体力を
つけているか（転んでも手が出る力や避難場所まで歩ける力）

送迎時にあいさつや一声かけたり、懇談等で保護者の思いを傾聴する等丁寧な
対応をとおして信頼関係を築けるようにしているか

A

好奇心や探求心が発揮できる環境をつくる
また体をコントロールしたり、しっかりと歩ける体力を
つける

A

A

異年齢交流を積極的に行い、あこがれの気持ちやいたわりの気持ちが育つよう
な取り組みを行っているか A A

A

B

A




